
学校番号 １００６ 

令和２年度 美術科 

 

教科 美術 科目 クラフトデザイン 単位数 2 単位(4) 年次 2・3年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

クラフトでは、日常生活で使用できる小物や工芸作品を制作し物づくりに対する喜びや物を大切に

する気持ちを養っていきます。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活で使える、身の回りの小物などの制作と鑑賞をとおして、表現する喜びを味わう。  

実用品としての機能性や、ｵﾌﾞｼﾞｪ作品としてのﾃﾞｻﾞｲﾝ性等を考えて制作し、生活の潤いについて考える。

自分なりの技法を追求する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

身の回りの小物などの

制作をとおして、制作

や自己表現に自信を持

ち、興味を持たせる 

・ 限られた時間の中

で、課題を進めな

がら、各制作テー

マにあった、いく

つかの技法を紹介

しつつ、表現の幅

が広がるようにつ

とめる。 

最低限習得する必要

な技能を身に付け

る。 

個々の生徒が本来持

っている感性を生か

した作品を作るよう

に、適正な指導、助言

につとめる。 

生徒間でお互いの作

品を鑑賞し合い、話し

合えるようにする。 

評
価
方
法 

・ 感想ﾚﾎﾟｰﾄ 

・ 取組状況･制作態

度･応用力観察 

 

・ 取組状況･制作態

度･応用力観察 

 

・提出作品 

オリエンテーション(ｱ

ｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ･制作計画･

作品) 

・ 感想ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規

準 
評価方法 

a b c d 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
学
期 

 

１
学
期 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

・ 身の回りのｸﾗﾌﾄ作品

を改めて再認識す

る。 

制作に関する留意点を説

明する。 

○    a:ｸﾗﾌﾄﾃﾞｻﾞｲﾝの学習

内容に興味、関心を持

ち自己の表現力を出

す 

感想ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド 

・ 企業のブランドロゴ

について学ぶ 

・ ブランドイメージを

作りコンセプト考え

る 

 ○ ○  b:デザインの独創性

  

c:作業の丁寧さ 

考える力 

取組状況･制作態

度･応用力観察 

提出作品 

(ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ･制作

計画･作品) 

消
し
ゴ
ム
ス
タ
ン

プ 

 

オリジナルブランドのロ

ゴから消しゴムスタンプ

を制作する。 

  ○  c：作業の丁寧さ 

b:アイデアの豊かさ 

 

取組状況･制作態

度･応用力観察 

提出作品 

(ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ･制作

計画･作品) 

レ
ジ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー 

レジンの性質の特徴を学

び普段使いたくなるよう

なアクセサリーを作ろ

う。 

○    a :色の組み合わせで

表現できる対比の効

果を理解し、イメージ

に近いレジンを制作

できるか。 

取組状況･制作態

度･応用力観察 

提出作品 

(ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ･制作

計画･作品) 

プ
ラ
板
ア
ク
セ
サ

リ
ー 

レジンとプラ板を組み合

わせて、アクセサリーを

作ろう 

 ○   b:ブランドイメージ

からインスピレーシ

ョンを得て制作でき

ているか。 

 

取組状況･制作態

度･応用力観察 

提出作品 

(ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ･制作

計画･作品) 

作
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
！ 

身近な素材(クラフト紙、

新聞紙)などを利用して

プレゼントされて嬉しい

パッケージングを考えよ

う。 

 

 ○  ○ b:自分のブランドイ

メージに合わせて工

夫ができているか。 

d:文化祭で販売し購

入者の気持ちを考え

る。 

取組状況･制作態

度･応用力観察 

提出作品 

(ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ･制作

計画･作品) 



レ
ポ
ー
ト 

今までに学んだことの確

認および自己･相互評価 

   ○ d:理解力と鑑賞力。 

生活の中での身の回

りのものに対する認

識の変化があるかど

うか。 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

(作品ｽｹｯﾁ･文章) 

自己･相互評価 

夏
休
み
の
宿
題 

高校展鑑賞    ○ d:理解力と鑑賞力。 鑑賞ﾚﾎﾟｰﾄ 

２
学
期 

文
化
祭
企
画 

文化祭での展示企画を考

える 

文化祭での展示作品のレ

イアウト 

   ○ d:グループワークを

通して仲間と協力し

合えるか。 

取組状況･制作態

度･応用力観察 

提出作品 

(ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ･制作

計画･作品) 

３
学
期 

和
風
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

張子制作のﾌﾟﾛｾｽを学び、

計画的に制作する。 

ﾗﾝﾌﾟとしての機能性を考

えつつ、ﾃﾞｻﾞｲﾝ性も優れ

た作品を作る。 

○ ○ ○  a.b.c:張子製作過程を

理解し、作業密度が高

いものができたかど

うか。 

取組状況･制作態

度･応用力観察 

提出作品 

(ｱｲﾃﾞｱｽｹｯﾁ･制作

計画･作品) 

レ
ポ
ー
ト 

・ １年間をとおしての

自己評価を含めた感

想文 

   ○ d:理解力と鑑賞力。 

制作を通して気づい

たことや得たことは

何か。 

・ ﾚﾎﾟｰﾄ 

自己･相互評価 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


